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「
乗
務
員
勤
務
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
」に

 

関
す
る
解
明
申
し
入
れ（
そ
の
２
）を
提
出
‼
（
６
月
26
日
）

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
は
５
月
17
日
に
本
社
よ
り
「
乗
務
員
勤
務

制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
の
提
案
を
受
け
、、
申
27
号
「
乗

務
員
勤
務
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
解
明
申
し
入

れ
を
提
出
し
、
６
月
１
日
か
ら
３
回
に
わ
た
っ
て
全
38
項
目
の

議
論
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
組
合
員
か
ら
は
申

27
号
の
議
論
で
明
ら
か
に
な
っ
た
会
社
の
考
え
方
に
つ
い
て

「
安
全
が
本
当
に
確
保
さ
れ
る
の
か
不
安
」「
実
態
と
照
ら
し

合
わ
せ
た
場
合
に
、
多
様
な
働
き
方
と
効
率
性
が
本
当
に
向
上

す
る
の
か
疑
問
」
な
ど
の
声
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

提
案
さ
れ
た
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
タ
イ
ト
さ
に
不
安
や
戸

惑
い
を
感
じ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　
乗
務
員
勤
務
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
26
年
間
の
制
度
運
用
を
も

と
に
労
使
で
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
「
安
全
」
と

「
働
き
が
い
」
を
確
保
す
る
た
め
に
、
認
識
を
さ
ら
に
深
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
安
全
が
確
保
さ
れ
、
安
心

し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
乗
務
員
勤
務
制
度
を
つ
く
り

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
乗
務

労
働
の
特
殊
性
を
堅
持
し
、
働
き
方
改
革
や
シ
ス
テ
ム
化
な
ど

の
世
の
中
の
流
れ
な
ど
、
幅
広
い
視
点
で
将
来
を
見
据
え
た
議

論
を
推
し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
現
場
の
声
を
集
約
し
代
表
者
会
議
の
開
催

な
ど
、
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
職
場
の
み
な
さ
ん
の
力

を
結
集
し
申
２
号
解
明
要
求
内
容
と
し
て
34
項
目
を
申
し
入
れ

ま
し
た
。
職
場
か
ら
の
不
安
と
疑
問
の
声
の
解
消
を
目
指
し
、

団
体
交
渉
に
臨
み
ま
す
。
そ
し
て
、
解
明
交
渉
終
了
後
直
ち
に

基
本
要
求
を
申
し
入
れ
、
納
得
感
あ
る
制
度
に
す
る
た
め
精
力

的
に
団
体
交
渉
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　「
新
た
な
30
年
を
展
望
す
る
施
策
実
施
に
向
け
た
確
認
メ

モ
」
に
則
り
、
鉄
道
の
安
全
と
社
員
の
健
康
、
そ
し
て
生
産
性

向
上
・
業
務
改
革
と
異
常
時
に
的
確
な
対
応
が
で
き
る
〝
輸
送

品
質
・
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
〞
の
実
現
を
目
指
し
、
地
方
議

論
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
と
共
に
た
た
か
っ
て
い
き

ま
す
！

　
大
人
に
な

っ
た
今
、
時

間
に
追
わ
れ

て

し

ま

っ

て

い

る

こ

と
が
多
々
あ

る
。
計
画
性
を
持
つ
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
改
め
て
実
感
し
て
い
る

▼
一
方
で
、
一
日
の
時
間
を
有
効

活
用
し
て
い
た
子
供
の
頃
を
思

い
出
す
。
季
節
を
問
わ
ず
に
外
に

出
て
、
太
陽
の
昇
り
具
合
、
日
暮

れ
の
感
覚
で
大
体
の
時
間
が
体
に

染
み
つ
く
ほ
ど
、
無
邪
気
に
遊
ん

で
い
た
。
時
に
は
泥
だ
ら
け
に
な

り
、
蜂
に
刺
さ
れ
た
り
ケ
ガ
も
し

た
り
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
や
る
と

危
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
、
春

夏
秋
冬
の
遊
び
を
覚
え
、
子
供
な

が
ら
に
自
然
を
感
じ
て
生
き
て
い

た
▼
し
か
し
今
、
被
災
地
で
は
遊

び
に
ま
で
気
を
遣
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
遊
び
友
達
が
減
少
し
て

い
る
デ
ー
タ
ま
で
出
て
い
る
▼
そ

の
よ
う
な
中
、
大
飯
原
発
３
・
４

号
機
が
再
稼
働
と
な
り
、
営
業
運

転
を
開
始
し
た
。
東
日
本
大
震
災

は
遠
い
過
去
の
出
来
事
で
は
な

い
。
た
っ
た
数
年
し
か
経
っ
て
い

な
い
の
に
、
次
々
に
原
発
が
稼
働

し
て
い
る
。
被
災
地
の
現
実
を
忘

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
強
い
憤
り

を
感
じ
る
▼
「
当
た
り
前
の
日
常

生
活
」
を
奪
わ
れ
た
こ
と
に
改
め

て
怒
り
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
そ

し
て
、
原
発
に
頼
ら
な
い
社
会
を

目
指
す
た
め
に
、
東
日
本
大
震
災

を
経
験
し
た
私
た
ち
の
世
代
が
、

後
世
へ
責
任
を
持
っ
て
伝
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
。 

（
Ｒ･

Ｓ
）

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
６
月
22
日
に
日

本
防
災
士
機
構
か
ら
、
防
災
士
功
労

賞
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の

間
の
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
の
中

で
、
組
織
内
か
ら
２
０
０
名
を
超
え
る
防
災
士
を
育
成
す

る
と
同
時
に
、
各
地
で
踏
査
や
提
言
を
行
っ
て
き
た
事
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
山
口
中
央
執
行
委
員
長
が
賞
状

と
記
念
品
を
受
け
取
り
、「
今
後
は
、
現
場
に
立
っ
て
鉄

道
独
自
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
り
な
ど
を
通
し
て
、
命
を

守
る
こ
と
の
出
来
る
人
づ
く
り
を
、
防
災
士
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
い
く
」
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
民
間
組
織
と
し
て
は
、
私
た
ち
の
他
に
熊
本
大
学
学
生

災
害
復
旧
支
援
団
体
や
佐
渡
地
区
郵
便
局
長
会
、
石
川
県

３
地
区
郵
便
局
長
会
な
ど
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
郵
便
局

長
会
か
ら
は
「
地
域
の
お
客
様
が
あ
っ
て
の
郵
便
事
業
で

あ
る
。
地
域
を
と
も
に
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
私
た
ち
の
活
動
を
基
に
し
て
、
会
社
に
対
し

て
全
社
員
へ
の
防
災
教
育
、
特
に
乗
務
員
に
は
実
践
的
な

避
難
誘
導
訓
練
の
実
施
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
訓
練
の
充

実
や
避
難
案
内
の
改
良
な
ど
、
具
体
的
に
前
進
を
か
ち
と

っ
た
内
容
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
受
賞
と
合
わ
せ
て
、
私

た
ち
の
活
動
の
到
達
点
と
言
え
ま
す
。

　
来
年
で
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
と
な
り
ま
す
。
被

災
地
で
は
土
地
の
か
さ
上
げ
や
道
路
が
造
ら
れ
、
災
害
の

爪
痕
が
徐
々
に
消
え
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
は

津
波
以
外
に
も
、
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
大
雨
や
土
砂

崩
れ
、
突
風
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
災
害

対
策
も
、
進
ん
で
き
た
と
は
い
え
万
全
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
他
社
や
他
業
種
の
先

進
的
な
取
り
組
み
か
ら
真

摯
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
地

域
の
方
々
と
の
連
携
強
化

も
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
一
人
ひ
と
り
が
命
を
守

る
た
め
の
判
断
力
を
養
え

る
よ
う
に
、
引
き
続
き
防

災
・
減
災
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

乗務員と乗客の命を守る取り組みを継続していきます!

（写真：日本防災士機構より）

2.21ヶ月

JR東労組ステーション
 サービス協議会

夏季手当過去最高の
支給額で妥結!

契約社員は基本給月額の1.0ヶ月
支給日　6月28日以降
 準備出来次第

基本給
月額の

安
全
を
確
保
し
、安
心
し
て
乗
務
す
る
た
め
に
、

 

職
場
の
声
を
も
と
に
議
論
を
つ
く
り
出
そ
う
！

【概要について】（８項目）

・速やかに賃金改正の提示をおこなうこと

・現行の問題点を「硬直的」とする根拠

・見直しをおこなうことで安全性が向上す

る根拠

・具体的に改善される内容

・専門性を持った乗務員の育成についての

これまでの成果

【多様な働き方の実現について】（16項目）

・拘束時間の延長、乗務キロの増加による

疲労度の考え、安全確保の根拠

・労働時間と休憩時間について

・短時間行路に乗務する各社員のメリット

・デメリット

・短時間行路の設定数の規模感について

【効率性の更なる追求・働きがいの創出・

その他について】 （10項目）

・異常時や突発等の乗務員手配の考え方

・支社企画部門社員の土休日と休勤での乗

務について

・事務職の業務量と業務内容の変化につい

て

・育児・介護勤務Ａ適用者の月間積算につ

いて

・欠在した場合の影響について

申２号

主な申し入れ内容

日
本
防
災
士
機
構
か
ら
表
彰
を
受
け
る
！

第１回団体交渉７月４日
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第
36
回
定
期
大
会
は
18
春
闘

を
大
敗
北
と
総
括
し
、
い
か
な

る
組
織
破
壊
攻
撃
も
許
さ
ず
、

組
合
員
の
た
め
の
Ｊ
Ｒ
東
労
組

運
動
を
取
り
戻
す
た
め
、
12
地

本
が
団
結
し
て
た
た
か
っ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か

し
、
大
会
終
了
ま
も
な
く
高
崎

の
地
に
お
い
て
「
Ｊ
Ｒ
東
労
働
組
合
」
が
結
成
さ

れ
た
こ
と
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
再
生
の
道
を
阻
む
何

も
の
で
も
な
く
、
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
、
茨
の
道
へ
の
ス
タ
ー
ト
を

切
ら
ざ
る
を
得
な
い
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
東
労
組

を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
更
に
否
定
的
状

況
へ
と
動
い
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
１
９
６
通
常
国
会
は
会
期
が
延
長
さ

れ
、
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
「
働
き
方
改

革
関
連
法
案
」
は
自
公
な
ど
の
賛
成
多
数
で

可
決
・
成
立
し
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
法
案
の

本
質
は
「
働
か
せ
方
改
革
」「
過
労
死
促
進

法
案
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。
２
０
１
５

年
の
電
通
過
労
自
死
、
高
橋
ま
つ
り
さ
ん
の

母
親
の
「
命
よ
り
大
切
な
仕
事
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
の
訴
え
や
、
全
国
過
労
死
を
考

え
る
家
族
の
会
・
東
京
代
表
の
中
原
の
り
子

氏
の
「
仕
事
の
た
め
の
命
で
は
な
い
、
命
の

た
め
の
仕
事
だ
」
と
い
う
切
実
な
訴
え
に
は

一
切
耳
を
傾
け
る
こ
と
な
く
、
労
働
者
に
犠

牲
を
強
い
る
経
済
成
長
に
ひ
た
走
る
安
倍

政
権
。
嘘
と
誤
魔
化
し
に
よ
る
長
期
政
権
の

犯
罪
性
は
、
労
働
者
の
未
来
を
不
幸
へ
と
導

い
て
い
る
。
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
、
政

治
も
平
和
問
題
も
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
い
。
Ｊ

Ｒ
東
労
組
は
組
合
員
の
生
活
や
職
場
の
労
働
条
件

を
守
る
た
め
の
運
動
を
、
発
足
以
降
組
合
員
と
と

も
に
創
り
出
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、「
抵
抗
と
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
に
立
脚
し
た
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
動

だ
。
安
全
文
化
の
構
築
と
と
も
に
運
動
の
大
き
な

柱
と
据
え
て
全
組
合
員
で
築
き
上
げ
て
き
た
。
私

た
ち
の
生
活
と
雇
用
、
家
族
の
幸
せ
を
守
る
た
め

に
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
運
動
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
会
社
施
策
に
も
団
体
交
渉
は
も
と
よ

り
経
営
協
議
会
な
ど
を
通
じ
真
正
面
か
ら
向
き
合

っ
て
い
く
。
そ
の
前
提
に
は
、
２
０
１
７
年
12
月

27
日
に
締
結
し
た
「
新
た
な
30
年
を
展
望
す
る
施

策
実
施
に
向
け
た
確
認
メ
モ
」
に
則
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
メ
モ
で
は
、
新
た
な
施
策
実
施

に
向
け
た
原
則
的
考
え
７
点
を
確
認
し
て
い
る
。

特
に
、「
新
た
な
施
策
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
鉄

道
の
安
全
と
社
員
の
健
康
の
双
方
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
」「
新
た
な
施
策

に
つ
い
て
は
、
人
員
削
減
の
み
を
目
的
と
す

る
も
の
で
は
な
く
、
生
産
性
向
上
・
業
務
改

革
と
異
常
時
に
的
確
な
対
応
が
で
き
る
〝
輸

送
品
質
・
サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
〞
の
実
現
を

目
指
す
」
と
あ
る
。
私
た
ち
は
、
こ
の
メ
モ

を
画
餅
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
将
来

を
見
据
え
、
労
使
の
真
摯
な
議
論
を
積
み
重

ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
在
本
部
は
業
務
部
を
中
心
に
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
将
来
と
組
合
員
の
働
き
方
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
す
い
く
つ
か
の
施
策

で
、
会
社
側
と
向
き
合
い
団
体
交
渉
の
席
に

着
い
て
い
る
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
を

心
が
け
、
組
合
員
の
声
を
集
約
し
、
職
場
の

声
を
基
に
要
求
づ
く
り
を
お
こ
な
い
会
社

と
議
論
し
て
い
く
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
職

場
の
声
・
職
場
の
現
実
を
本
部
に
集
約
し
、

組
合
員
の
み
な
さ
ん
と
共
に
要
求
を
解
決

し
て
い
く
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
か
ら
の

脱
退
を
選
択
し
た
方
々
へ
も
目
を
向
け
よ

う
。

　
時
代
の
転
換
点
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ
東
労
組

は
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
一
瞬
は

非
常
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
事
を
糧
に
し
て
「
Ｊ
Ｒ
東
労

組
」
は
生
ま
れ
変
わ
る
。
世
代
交
代
を
強
く
意
識

し
た
新
体
制
で
、
12
地
本
の
一
体
感
を
創
り
出

し
、
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
共
に
労
働
組
合
主

義
に
徹
し
た
運
動
を
展
開
す
る
。
そ
の
実
践
を
通

じ
、
心
な
ら
ず
も
脱
退
の
道
を
選
ば
ず
に
い
ら
れ

な
か
っ
た
方
た
ち
に
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
へ
の
再
結
集

を
強
く
呼
び
か
け
る
。

第２～４回団体交渉の主な議論内容と会社回答
（詳細は業務部速報を参照ください。）

第６項①2017年５月７日、山手線車掌が営業運転中にパン下げボタンを押したことに

対する認識と、今後の対策を明らかにすること。

* 車掌は車内秩序維持等規定で定められた業務をおこなうが、防護係員として人の命

に関わる運転取扱いをしており、列車を止める教育も必要。可能な限り現車での訓

練を実施していく。

②2017年1月19日、池袋駅構内での保線技術センター社員の待避遅延の事象に対する

認識と、今後の対策を明らかにすること。

③2017年4月6日、信越本線の柿崎・米山間で発生した線路閉鎖違反の事象に対する認

識と、今後の対策を明らかにすること。

* 池袋の事象では責任者の認定は見極めをおこなっている。不安なことなどは指令や

職場に連絡して相談するようにしていく。

* 信越線の事象は、線路閉鎖の相乗りは完全に無くならない。着手前に一呼吸置くこ

とは大切である。ルールをつくって終わりにしない。

* 列車を止められなかった事象を紹介するだけでなく、好事例も広めていき、列車を

止められる人を育てていく。

④事故速報や事故情報の内容について、事実を矮小化したり、本質をねじ曲げたりせ

ず、ありのまま記載すること。

* まず事象を早く伝え、その後掴んだことを含めて正しく伝え、対策を周知するとい

う段階を踏む。段階を踏む中で、タイトルや内容は精査の結果変わることもある。

正しく伝わるよう努力していく。

第７項　列車添乗の目的と趣旨を明らかにすること。また、添乗者に安全運行を阻害

するような行為を行わせず、乗務員が乗務に集中できる環境を確保すること。

* 添乗を行う目的は、事故防止であり、安全の質的向上に資するために行う。

* 添乗中に乗務員に動揺を与えない。不安を感じさせる添乗は行わない。

* 本社や支社幹部の添乗は多客期激励や現場のことを知るために行っており、乗務員

に過度な負担をかけない。

第８項　女性組合員の労働条件を改善し、更なる制度の定着と希望を尊重すること。

また、希望を無視した兼務発令や、転勤の慫慂を行わないこと。

* 妊娠した場合は、母性保護が第一である。

* 絶対に兼務することが基本ではない。本人希望や状況を把握して対応している。

第９項　運転適性検査が不適格となった場合でも、再検査の結果が確定するまで、転

勤等の取り扱いを行わないこと。更に、育児休職中等の女性組合員に対して、運転適

性検査が途切れない管理体制を確立すること。

* 運転関係に従事する社員の適性検査のため、休職中の社員に対して行うつもりはな

い。

* 不適格の場合の再検査の時期は、定期検査は３ヶ月後。臨時検査は１年後。

第10項　「自己啓発活動を仕事、本来業務を作業」と位置づけた根拠を明らかにする

こと。また、My Projectや各種委員会で人材育成ができているという根拠を明らかに

し、My Project導入時の労使確認を遵守すること。

* My Projectは社員の発意で行うものであり、会社として強制するものではない。

* 超勤で行うことの目安として、月2回、1回2時間程度。

* My Projectは社員評価の一要素であるが、業務中のミスを取り戻すものではない。

* 乗務前や乗務の合間など、安全を阻害するまで行う必要はない。安全上問題のある

業務指示はおこなわない。

* 休職中の社員はMy Projectは勤務時間の取扱いになるためできない。

第11項　東日本大震災の教訓から防災・減災の教育を全社員に行うこと。また、自助

の精神で自らの命を守り、乗務員の判断で乗客を避難させた場合でも、その結果につ

いては組合員個人の責任とはせず、会社が責任を持つこと。

* 訓練は重要なことである。全員が訓練に参加することが望ましい。

* 現場で乗務員等の判断で乗客避難を行うことはあり、その判断に対してとがめるこ

とはない。

第12項　地方ローカル線の維持や、地方創生に対する考え方を明らかにし、活力ある

地域の創造と町づくりを行うこと。

* 地域に支えられてこの会社がある。赤字であるということだけでローカル線を廃止

する考えはない。自治体との連携を今後もおこなって地域住民とともに町づくりを

行っていく。

第13項　「設備・電気部門におけるメンテナンス体制の改善」実施における、成果と

課題を明らかにすること。また、その課題が解決されるまで、新たな施策は実施しな

いこと。

* 技能教習所で実設備に触れ、判断できる技術者育成は進んでいる。

* 地方の省力化も進める。安全に関わる投資は区別せずに実施する。

第14項　労働衛生の重要性に鑑み、医学適性検査及び特殊健康診断を含めた定期健康

診断の検査会場については、優先的に確保すること。また、各支社の鉄道検診センタ

ーについては、今後も現状どおりセンター施設内に必要な設備や施設を配置すること。

* 健診会場は各支社で調整をしている。水戸など常設の専門会場がない支社など会場

の調整と衛生環境にも配慮しておこなっていく。

2017年度 申1号 第34回定期大会発言に基づく申し入れ  団体交渉終了！

職場の声とたたかいを基礎に「安全・健康・ゆとり・働きがい」を実現しよう！
　2017年度申１号は、５月31日、６月８日、14日、15日と４回の団体交渉で議論をおこないました。大会発言に基づく申し入れとして幅広い内容となっており、

「新たな30年を展望する施策実施に向けた確認メモ」を労使の基本的スタートとして議論をしていくことや、ＪＲ東日本にとって安全はトッププライオリティであ

ること、会社として地方を切り離すことなく鉄道としての経営資源を活用し、労使共に協力し合いより良いＪＲ東日本を目指すことなども確認しました。

　申し入れから約１年経過する中での議論で、当時と情勢や環境等が変化していることもありましたが、今後も申し入れをおこない施策等労使議論をするにあたり

労使双方で計画的に調整を行いながら進めていくことを確認し、全14項目の議論を終えました。

新生JR東労組は仲間と共に
 茨の道を切り拓く！



第６８０号２０１８年７月１日 （平成元年９月13日第３種郵便物認可）（３）

痛
ま
し
い
殺
傷
事
件
の
発
生

　
２
０
１
８
年
６
月
９
日
21
時
47
分
、
新
横
浜
駅
〜
小
田
原
駅
間
を
走
行
中
の
東
海

道
新
幹
線
の
ぞ
み
２
６
５
号
で
、
３
人
が
死
傷
す
る
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し

た
。
鉄
道
事
業
に
従
事
す
る
者
と
し
て
、
鉄
道
施
設
内
で
の
凶
行
に
強
い
憤
り
を
感

じ
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
共
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
警
察
発
表
で
は
、
逮
捕
さ
れ
た
男
は
「
誰
で
も
良
か
っ
た
」
と
供
述
し
、
無
差
別

の
殺
傷
事
件
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
に
強
い
危
機
感
を
抱
き
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
今
回
の
殺
傷
事
件
に
対
す
る

対
策
と
し
て
、
６
月
13
日
の
定
例
会
見
で
「
警
備
の
強
化
」「
乗
務
員
に
対
す
る
訓

練
の
充
実
」「
車
内
に
搭
載
し
て
い
る
医
療
器
具
の
増
備
」「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活

用
し
た
情
報
共
有
の
整
備
」
な
ど
の
対
策
を
発
表
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
事

件
は
決
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
会
社
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
鉄
道
労
働
者
に
関

わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
労
働
組
合
と
し
て
議
論
し
、
対
策
を
国
や
会
社
に
求
め

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

車
内
の
安
全
と
秩
序
維
持
の
課
題

　
２
０
１
５
年
６
月
30
日
に
は
東
海
道
新
幹
線
内
で
の
焼
身
自
殺
、
２
０
１
７
年
５

月
26
日
に
は
山
陽
新
幹
線
岡
山
駅
構
内
で
車
内
放
火
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東

日
本
内
で
も
、
２
０
１
８
年
６
月
18
日
に
仙
石
線
・
石
巻
あ
ゆ
み
野
駅
で
駅
員
が
包

丁
の
峰
で
頭
を
殴
ら
れ
る
事
象
が
発
生
し
、
駅
構
内
・
車
内
の
安
全
と
秩
序
維
持
が

課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は
焼
身
自
殺
の
対
策
と
し
て
、
車
内
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
い
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
各
社
も
車
内
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
、
２
０
１
６
年
４
月
に
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

の
可
燃
性
液
体
の
持
ち
込
み
を
禁
止
し
、
鉄
道
営
業
法
に
基
づ
き
、
不
審
者
に
は
手

荷
物
検
査
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
乗
務
員
用
の
防

煙
マ
ス
ク
を
搭
載
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
車
内
秩
序
維
持
・
車
内
安
全
対
策

が
不
十
分
で
あ
る
と
、
組
合
員
か
ら
は
不
安
の
声
と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

職
場
集
会
で
の
率
直
な
意
見

　
こ
れ
ま
で
、
事
件
や
事
象
の
発
生
時
に
職
場
集
会
を
開
催
し
、
組
合
員
と
の
議
論

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。「
新
幹
線
だ
け
で
な
く
、
在
来
線
で
働
く
乗
務
員
も
不

安
で
あ
る
」
と
の
切
実
な
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
車
内
秩
序
維
持
の
た
め

に
も
、
新
幹
線
車
掌
を
二
人
乗
務
に
す
べ
き
」
「
利
便
性
の
低
下
と
い
う
会
社
の
主

張
は
理
解
す
る
も
の
の
、
命
を
守
る
た
め
に
も
乗
車
前
の
十
分
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
べ
き
」「
警
備
員
の
常
備
配
置
を
行
う
べ
き
」「
不
審
者
や
犯
罪
者
に

対
応
す
る
教
育
が
不
十
分
で
あ
り
、
具
体
的
な
指
導
を
明
確
に
す
る
べ
き
」「
護
身
用

の
設
備
整
備
」
な
ど
の
声
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
命
が
脅
か
さ
れ
る
事
象
が
発
生

す
る
中
で
、
そ
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
環
境
に
は
、
多
く
の

改
善
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

海
外
の
鉄
道
に
お
け
る

 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の
現
状

　
中
国
鉄
路
高
速
、
上
海
ト
ラ
ン
ス
ラ
ピ
ッ
ド
、
ス
ペ
イ
ン
国
鉄
の
Ａ
Ｖ
Ｅ
、
ユ
ー

ロ
ス
タ
ー
な
ど
海
外
の
鉄
道
で
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
本
と
の
違
い
を
比
較
し
て
み
る
と
、
日
本
は
発
車
直
前
ま
で
乗
車
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
海
外
の
鉄
道
で
は
、
発
車
の
数
分
前
に
は
改
札
が
締
め
切
ら
れ
ま

す
。
中
国
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
で
は
「
危
険
物
」
や
「
大
き
な
刃
物
」
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
間
が
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
仕
組
み
を
と

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
客
さ
ま
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の
理
解
を
求
め
る

と
と
も
に
、
受
け
た
乗
客
が
発
車
時
間
ま
で
待
つ
待
合
室
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
時

間
に
余
裕
を
持
っ
て
来
る
お
客
さ
ま
へ
の
対
応
や
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
海
外
の
現
状
も
踏
ま
え
、
い
か
に
お
客
さ
ま
の
命
・
鉄
道
事
業
に
従

事
す
る
私
た
ち
の
命
を
守
り
抜
い
て
い
く
べ
き
か
を
今
後
も
知
恵
を
出
し
な
が
ら
、

安
全
な
鉄
道
を
創
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
提
言

　
昨
年
の
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
盛
岡
新
幹
線
運
輸
区
分
会
が
新
幹
線
車
内
の
安

全
及
び
秩
序
維
持
向
上
の
た
め
「
東
日
本
管
内
の
新
幹
線
全
線
へ
車
掌
二
人
乗
務
」

の
提
言
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
根
拠
は
、
車
掌
の
一
人
乗
務
を
検
証
し
、
車
内
の
秩

序
維
持
や
安
全
で
快
適
な
車
内
・
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
に
は
、
二
人
乗
務
が
必
要

で
あ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
女
性
車
掌
増
加
に
よ
る
業
務
上
の
不
安
解
消
に
つ
な
が

る
こ
と
や
、
車
掌
の
エ
ル
ダ
ー
雇
用
の
場
の
確
保
に
も
つ
な
が
り
、
乗
務
経
験
が
あ

る
ベ
テ
ラ
ン
車
掌
が
担
う
こ
と
で
、
よ
り
安
全
維
持
向
上
や
車
内
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
を
議
論
し
、
深
め
て
き
ま
し
た
。

労
働
組
合
と
し
て
の
取
り
組
み
の
重
要
性

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
は
、
こ
れ
ま
で
も
駅
係
員
へ
の
暴
力
の
根
絶
や
車
内
の
安
全
と

秩
序
の
維
持
に
つ
い
て
本
社
と
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
各
職
場
の
要

員
削
減
に
よ
り
、
係
員
の
一
人
対
応
が
事
件
や
事
象
の
増
加
の
原
因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
今
ま
で
通
用
し
て
い
た
常
識
や
感
覚
と
か
け
離
れ
て
い
る
事
象
が
多

発
し
、
防
ぎ
き
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
本
部
は
、
早
急
に
具
体
的
な
安
全
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
申
28
号
「
鉄
道
に
お
け
る
安
全
確
立
に
向
け

た
緊
急
申
し
入
れ
」
を
６
月
11
日
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
新
聞
記
事
で
は
「
爆
発
物
や
可
燃
物
、
凶
器
を
瞬
時
に
機
械
的
に
検
知
で

き
る
ゲ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
「
改
札
口
で
危
険
物
を
検
知
で
き
る
セ
ン
サ
ー
の

開
発
」
な
ど
、
鉄
道
会
社
の
こ
れ
か
ら
の
対
策
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
記
事
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
専
門
家
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
安
心
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
鉄
道
を
創
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ

な
ど
の
技
術
を
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
こ
そ
活
か
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
利
用
者
も
含
め
、
世
の
中
は
大
変
注
目
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
こ
れ
ま
で
、
安
全
な
鉄
道
・
安
心
で
き
る
鉄
道
を
会
社
と

向
き
合
い
な
が
ら
共
に
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
、
２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
鉄
道
の
安
全
に
向
け
て
、
そ
の
責
任
の
一
翼
を
担
う
の
は
労
働
組
合
で

す
。
働
く
者
の
安
全
、
お
客
さ
ま
の
安
全
を
守
り
、
政
策
提
言
を
実
現
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、
組
合
員
み
な
さ
ん
の
英
知
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
へ
の
再
結
集
を
力
強
く
呼
び
か
け
、
安
心
し
て
働

け
る
環
境
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
、
職
場
の
仲
間
と
共
に
運
動
を
創
り
出
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
‼

６
月
10
日
付
　
東
京
新
聞

６
月
12
日
付
　
毎
日
新
聞

東海道新幹線のぞみ号
 殺傷事件を教訓に安全を守る

組合員・お客さまの安全を守るために
みんなの英知を結集しよう‼



（４）第６８０号 （平成元年９月13日第３種郵便物認可） ２０１８年７月１日

加藤書記長、山口中央執行委員長、氏家中央執行

副委員長、村田中央執行副委員長、徳野中央執行

副委員長（写真右前から時計回り）

新生JR東労組の最先頭で奮闘していきます!
よろしくお願いします。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
部
会

連
絡
協
議
会
は
、
６

月
24
日
本
部
大
会
議

室
に
て
、

65
名
の

組
合
員
が
結
集
し

て
「
第
28
回
定
期
総

会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
冒
頭
、
氏
家
副

委
員
長
か
ら
、「
18

春
闘
は
大
敗
北
を
喫

し
た
。
そ
れ
は
多
く

の
脱
退
者
を
生
み
出

し
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
端
的
に
現
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
こ
と
は
部
会
活
動
に
も

影
響
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。
あ
ら
た

め
て
本
部
と
し
て
謝
罪
し
、
Ｊ
Ｒ
東

労
組
の
再
生
と
再
結
集
に
向
け
て
部

会
と
の
連
携
を
強
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
15
名
の
委
員
か
ら
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
委
員
か
ら

18
春
闘
を
巡
っ
て
組
織
が
混
乱
し
て

い
る
中
に
お
い
て
職
場
で
苦
闘
し
て

い
る
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
新
幹
線
の
刃
物
殺
傷
事
件
は
Ｊ
Ｒ

東
日
本
で
も
対
策
を
考
え
な
く
て
は

い
け
な
い
」「
年
々
、
要
員
は
減
る

が
業
務
量
は
増
え
ゆ
と
り
が
な
い
」

な
ど
施
策
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
実
際

に
仕
事
を
し
て
職
場
の
生
の
声
を
聞

け
る
の
が
部
会
・
分
科
会
の
強
み
で

あ
る
」「
自
分
た
ち
の
雇
用
を
守
る

の
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組
で
し
か
な
い
」
と

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
再
生
に
向
け
て
力
強

い
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
後
の
部
会
連
絡
協
議

会
の
活
動
は
、
現
状
の
組
織
実
態
を

踏
ま
え
当
面
の
間
、
活
動
を
休
止
す

る
苦
渋
の
判
断
を
し
ま
し
た
。
各
部

会
は
施
策
に
向
き
合
い
、
業
務
問
題

の
議
論
を
通
じ
て
組
織
強
化
を
図
っ

て
い
き
、
本
部
と
連
携
し
て
部
会
連

絡
協
議
会
の
再
開
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

部
会
連
絡
協
議
会

 
第
28
回
定
期
総
会

１．組合員の雇用を守り、今後の「施策」と新たな「働き方」に向けて次

代の仲間と共に働きがいのある職場をつくり出そう！

１．本来業務に集中できる職場をつくり出し「業務のプロ」を育成しよう！

１．部会・分科会組織の総力をあげて会社施策の検証と組合案づくりを通

じ「安全・健康・ゆとり」働きがいある職場をつくり出そう！

スローガン

　
６
月
25
日
本
部
大
会
議
室
に
お
い

て
、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
さ
ん
と
組
合

員
90
名
が
参
加
し
、
第
31
回
定
期
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
発
言
で
は
、
バ
ス
関
東
18
春
闘
の
５

年
連
続
一
律
定
額
ベ
ア
獲
得
や
、
夏
季

手
当
２
・
８
ヶ
月
獲
得
の
大
き
な
成
果

を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。
一
方
、
管

理
者
や
日
勤
者
を
中
心
に
し
て
多
く
の

組
合
員
が
脱
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
実
態
が
報
告
さ
れ
「
も
う
こ
ん
な
職

場
の
雰
囲
気
は
う
ん
ざ
り
だ
」「
な
ぜ

ス
ト
権
を
確
立
し
て
い
な
い
バ
ス
職
場

で
脱
退
が
進
む
の
か
」
と
い
う
悲
痛
な

声
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
現
場
で
は
、
労

働
組
合
法
第
７
条
３
項
違
反
と
な
る
Ｊ

Ｒ
東
労
組
へ
の
支
配
介
入
の
事
象
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関

東
本
部
は
職
場
で
発
生
す
る
不
当
労
働

行
為
を
許
さ
ず
職
場
か
ら
の
た
た
か
い

を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
を
全
体
で
確

認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
本
社
社
員
を
中
心
に
〝
社
友

会
〞
の
結
成
も
明
ら
か
と
な
り
、
７
月

Ｊ
Ｒ
東
労
組
バ
ス
関
東
本
部

 

第
31
回
定
期
委
員
会

で
締
結
期
間
が
終
了
す
る
36
協

定
の
締
結
を
想
定
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
も
明
確
に
な
り
ま
し

た
。
「〝
社
友
会
〞
は
労
働
組
合

で
は
な
く
、
労
働
基
本
権
や
法

律
で
保
障
さ
れ
た
組
織
で
も
な

く
、
組
合
員
の
雇
用
と
生
活
を

守
れ
な
い
」
と
入
会
者
を
心
配

す
る
声
も
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
本
部
は
、
職

場
で
奮
闘
し
て
い
る
組
合
員
と

共
に
厳
し
い
組
織
現
実
を
乗
り

越
え
て
い
く
た
め
に
、
定
期
委

員
会
以
降
職
場
に
足
を
運
び
ま

す
。
組
合
員
の
声
な
き
声
に
耳

を
傾
け
、
そ
れ
を
要
求
へ
と
練

り
上
げ
て
会
社
施
策
に
向
き
合

い
「
安
全
・
健
康
・
働
き
が
い

と
社
会
に
貢
献
す
る
Ｊ
Ｒ
バ

ス
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
職
場
の
レ
ク
や

交
流
会
を
通
じ
て
明
る
く
、
元

気
よ
く
、
そ
し
て
何
で
も
言
い

合
え
る
組
織
を
つ
く
り
、
職
場

で
堂
々
と
Ｊ
Ｒ
東
労
組
へ
の
再
加
入
を
呼
び
か

け
て
い
き
ま
す
。

　
全
組
合
員
の
勇
気
と
英
知
を
結
集
さ
せ
て
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
再
構
築
に
向
け
て
起
ち
上
が
ろ

う
！

 

（
バ
ス
関
東
本
部
発
）

【新体制】 ※三役のみ・敬称略

議　長

　遠山　真一郎（バス東京）

副議長

　栗田　和弘　 （バス東京）

副議長

　小泉　聡　　 （バス館山）

副議長

　大谷　規（バスセンター）

事務長

　束河　彰　　 （バス水戸）

職場と仕事と生活を守り、
 ぬくもりのあるバス会社を確立しよう!

各
部
会
は
本
部
と
連
携
し
て

　
業
務
問
題
を
通
じ
た
組
織
強
化
と

 

部
会
協
の
再
開
を
目
指
し
ま
す
！

　
今
回
の
政
経
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
「
全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の

会
」
東
京
代
表
の
中
原
の
り
子
氏
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
働
き
方
改

革
関
連
法
案
が
強
行
採
決
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
問
題
点
や
労
災
認
定
を
勝
ち
と
っ
た
経
過

な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
過
労
死
に
つ
い
て
の
労
災
請
求
は
、
２
４
０
０
件
以
上
申

請
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
認
定
は
４
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、
半
分
以
上

の
人
は
泣
き
寝
入
り
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
、
亡
く
な
っ
て

も
自
己
責
任
に
し
て
し
ま
う
社
会
で
あ
る
こ
と
へ
の
怒
り
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
夫
の
過
労
自
死
を
乗
り
越
え
、
ど
の
よ
う
な
死
に
方
を
し
た
の
か

で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
た
の
か
を
訴
え
続
け
て
い
る

根
拠
は
「
労
災
認
定
」「
個
人
訴
訟
に
お
け
る
最
高
裁
で
の
異
例
の

和
解
」
を
勝
ち
と
る
過
程
の
中
で
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
み
ん
な

に
話
を
し
て
多
く
の
方
々
か
ら
支
援
を
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
「
遺
族
の
沈
黙
は
、
次
の
被
害
を
呼
ぶ
」
と
力
強
く

訴
え
て
い
ま
し
た
。　

過
重
労
働
は
、
人
が
倒
れ
る
ま
で
は
問
題
に
な

り
に
く
く
、
人
が
倒
れ
な
く
な
る
社
会
を
目
指
す

た
め
に
も
今
こ
そ
、
労
働
基
準
法
と
憲
法
の
原
点

に
立
ち
返
っ
て
議
論
す
べ
き
で
あ
る
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　
詳
細
は
「
セ
ミ
ナ
ー
」
に
掲
載
し
ま
す
。

全国過労死を考える家族の会・東京代表 中原のり子氏

第335回政経フォーラム（6月28日）第335回政経フォーラム（6月28日）

過労死をなくすために
 私たちが成すべきこと

新執
行部

スタ
ート

今回から2018年度の新執行体
制を紹介していきます。今回は
三役のみなさんです。


